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近
年
、
社
会
的
ょ
経
済
的
諸
条
件
の
変
化
を
背
景
と
し
て
広
く
国
民

の
間
に
多
様
な
文
化
的
欲
求
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
f
国
際
化
の
す

う
勢
の
中
で
高
い
水
準
の
優
れ
た
芸
術
文
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

文
化
庁
に
お
い
て
は
、
芸
術
の
水
準
を
高
め
、
ま
た
国
民
が
等
し
く

か
か
る
芸
術
文
化
を
享
受
し
う
る
よ
う
r

①
優
れ
た
芸
術
文
化
活
動
を

奨
励
す
る
施
策
と
し
て
、
芸
術
活
動
の
振
興
に
民
間
の
活
力
を
導
入
す

る
た
め
の
調
査
研
究
、
ソ
芸
術
関
係
団
体
の
行
う
事
業
に
対
す
る
助
成
、

日
米
舞
台
芸
術
交
流
事
業
、
芸
術
祭
（
主
催
公
演
、
協
賛
公
演
f
参
加

公
演
、
国
際
公
演
）
の
実
旋
、
芸
術
家
育
成
の
た
め
の
研
修
（
在
外
研

修
二
国
内
研
修
）
、

盆
云
術
選
奨
、
日
本
芸
術
院
賞
、
舞
台
芸
術
創
作
奨
励
賞
、
優
秀
美
術

特
集

文
化
行
政
の
概
況

文

優
れ
た
成
果
を
挙
げ
た
芸
術
家
。
団
体
の
顕
彰

化

文
敦
施
策
の
進
展

文
化
財
の
う
ち
重
要
な
も
の
を
指
定
・
選
定
し
て
そ
の
保
護
を
図
っ
て

ま
た
、
我
が
国
の
歴
史
の
流
れ
の
中
で
生
ま
れ
、
育
ち
f
受
け
継
が

と
し
て
P

昭
和
六
一
年
八
月
、
大
阪
府
で
開
催
さ
れ
た
第
一

0
回
全
国

作
品
買
上
、
優
秀
映
画
・
こ
ど
も
向
け
テ
レ
ビ
用
優
秀
映
画
製
作
奨

励
y

②
芸
術
鑑
賞
機
会
の
充
実
を
図
る
麓
策
と
し

か
な
創
造
性
、
情
操
の
か
ん
養
に
資
す
る
た
め
の
「
こ
ど
も
芸
術
劇

場」、「
青
少
年
芸
術
劇
場
」
f

こ
ど
も
の
豊

中
学
生
の
情
操
の
か
ん
養
と
芸
術
活
動
へ
の

「
中
学
校
芸
術
鑑
賞
教
室
」
、

全
国
各
地
に

お
い
て
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
確
保
す
る
「
移
動
芸
術

現
代
美
術
選
抜
展
）
f

祭
」
、
美
術
作
品
の
巡
回
展
（
国
立
美
術
館
所
蔵
内
外
美
術
名
品
展
f

③
地
方
に
お
け
る
文
化
活
動
を
振
興
す
る
施
策

商
校
総
合
文
化
祭
に
対
す
る
補
助
f
地
域
の
文
化
活
動
の
拠
点
と
な
る

公
立
文
化
施
設
の
建
設
に
対
す
る
補
助
、
公
立
文
化
会
館
の
職
員
等
に

対
す
る
研
修
、
地
方
で
開
催
さ
れ
る
音
楽
、
演
劇
r

美
術
の
講
習
会
等

に
対
す
る
指
導
者
の
派
遣
を
行
っ
た
。

れ
て
き
た
文
化
遺
産
を
大
切
に
保
存
し
、
活
用
し
、
さ
ら
に
後
世
に
引

き
継
ぐ
こ
と
は
、
現
代
社
会
に
生
き
る
我
々
の
使
命
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
文
部
省
は
r

専
門
家
に
よ
る
綿
密
か
つ
的
確
な
調
査
に
基
づ
き
、

参
加
の
機
運
を
醸
成
す
る

青
少
年
の
情
操
の
か
ん
養
と
芸
術
活
動
へ
の
気
運
を
醸
成
す
る
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る
9

る。

検
討
を
深
め
、
本
年

l
0月
の
初
め
に
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

は
、
熊
本
と
い
う
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
催
し
な
ど
に
つ
い
て
今
後

せ
、
ア
ジ
ア
：
太
平
洋
地
域
諸
国
間
の
友
好
親
善
に
寄
与
し
r

も
っ
て

さ
ら
に
重
要
無
形
文
化
財
の
後
継
者
羞
成
事
業
r

民
俗
文
化
財
の
詞

昭
和
六
一
年
一

0
月
か
ら
は
最
優
秀
作
品
に
基
づ
き
具
体
的
な
建
築

案
を
固
め
る
た
め
の
基
本
設
計
に
着
手
し
、
昭
和
六
二
年
―
二
月
に
は

同
設
計
を
完
了
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
第
二
国
立
劇
場
の
建
設
実
現

へ
向
け
て
、
着
実
な
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ヽ
j2
 

.
9
.
 

①
昭
和
六
二
年
度
は
、

第
二
回
国
民
文
化
祭
は
、
熊
本
で
開
催

初
の
地
方
開
催
の
国
民
文
化
祭
と
し
て
、

県
下
各
地
で
開
催
さ
れ
る
。

熊
本

一
般
の
各
種
の
文
化
活
動
を
全
国
的
な
規
模
で
発

表
す
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
等
に
よ
り
r

文
化
活
動
へ
の
参
加
の
意
欲

を
喚
起
し
、
新
し
い
芸
能
r

文
化
の
創
造
を
促
し
、
併
せ
て
地
方
文
化

の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
国
民
生
活
の
よ
り
一
層
の
充
実
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

③
初
め
て
地
方
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
熊
本
で
の
国
民
文
化
祭
で

は
、
民
俗
芸
能
、
民
謡
、
合
唱
r

演
劇
f
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
美
術
、
文

芸
等
の
よ
う
な
第
一
回
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
る
分
野
の
ほ
か
、
全
国

か
ら
出
演
者
及
び
関
係
者
を
広
く
集
め
て
開
催
さ
れ
る
分
野
、
さ
ら
に

第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
の
設
立
準
備

ナ
ペ
ラ
、
バ
レ
｝
一
、
ミ
ュ
ー
シ
カ
ル
、
現
代
舞
踊
、
現
代
演
劇
等
の

現
代
舞
台
芸
術
の
殿
棠
と
な
る
第
二
国
立
劇
場
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六

0
年
七
月
r

建
築
設
計
競
技
の
募
集
要
項
を
発
表
し
、

設
計
コ
ン
ペ
に
着
手
し
た
。
そ
の
結
果
i
、

④
こ
の
国
民
文
化
祭
の
事
業
は
主
催
者
（
文
化
庁
、
開
催
地
都
道
府
県

等
）
の
実
旋
ず
る
主
催
事
業
と
こ
の
文
化
祭
の
趣
旨
に
萱
同
し
た
企
業

等
が
実
麓
す
る
憾
賛
事
業
に
よ
り
行
わ
れ
る
。

昭
和
六
一
年
度
は
東
京
に
お
い
て
、
一
月
二
二
日
か
ら
一

0
日

閲
都
内
九
会
場
で
一
―
一
部
門
の
催
し
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
催
し
に

全
国
各
地
か
ら
延
ベ
ニ
ニ
八
団
体
r

約
六
―

-
0
0人
の
出
演
者
等
が
あ

こ
の
ほ
か
一
九
都
道
府
県
一
四
四
の
事
業
が
国
民
文
化
祭
協
賛
事

業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
文
化
祭
は
、
今
後
、
文
化
の
国
体
版
と
し
て
各
都
道
府
県
持
ち

回
り
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

芸
術
祭
国
際
公
演

進
す
る
と
と
も
に
、

文
化
庁
で
は
、
我
が
国
の
政
治
的
。
経
済
的
地
位
の
向
上
な
ど
時
代

の
推
移
に
対
応
し
f
毎
年
秋
に
実
施
し
て
い
る
芸
術
祭
の
国
際
化
を
促

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
諸
国
の
中
か
ら
毎
年
四
か

国
の
代
表
的
な
民
族
芸
能
団
を
招
へ
い
し
て
芸
術
祭
に
特
別
参
加
さ

我
が
国
芸
術
文
化
の
振
興
に
資
す
る
た
め
芸
術
祭
国
際
公
演
を
実
施
す

(3) 

②
国
民
文
化
祭
ほ

り
、
出
演
者
以
外
で
も
約
四
万
七

0
0
0人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

ま

宗
教
行
政
関
係
で
は

宗
教
法
人
の
規
則
等
の
認
証
、
都
道
府
県
に

主
選
定
し

こ
れ
を
発
表
し
た
。

す
る
助
成
を
行
っ
た
。

家
に
よ
る
懐
霊
な
審
議
の
結
果
r

最
優
秀
作
品
一
点
、
優
秀
作
品
四
点

方
笈
r

rり
‘
夕

に
不
可
欠
な
保
存
技
術
に
つ
い
て
の
後
継
者
饗
成
等
の
各
種
事
業
に
対

〈
海
外
ニ
ニ
か
国
六

0
作
品
）

に
達
し
、
昭
和
六
一
年
五
月
に
は
専
門

査
、
保
存
修
理
、

地
域
伝
承
活
動
等
r

文
化
財
の
保
存
修
理
等

名
（
ど
も
海
外
三
七
か
国
五

0
七
名
）

応
募
作
品
数
ニ
ニ
八

品

参
加
登
録
者
総
数
一

二
九

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
へ
の
助
成
を
行
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
公
開

復
旧
。
整
備
の
助
成
等
を
行
っ
た
ほ
か

天
然
記
念
物
の
食
害
対
策
、

史
跡
等
に
つ
い
て
は

そ
の
公
有
化
犀
保
存
施
設
等
の
設
置
の
助
成

糞
美
術
工
芸
品
の
国
に
よ
る
買
い
上
げ
を
行
っ

(1) 

応
に
r

防
災
設
備
の
保
守
点
検
。
小
修
理
等
の
維
持
管
理
事
業
へ
の
助

保
存
地
区
に
つ
い
て
は
計
画
的
に
保
存
修
理
や
防
災
事
業
を
行
う
と
と

芸
術
文
化
の
振
輿

を
保
護
す
る
た
め
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
及
び
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
料
」
を
作
成
配
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

重
要
な
文
化
財
と
し
て
指
定
。
選
定
さ
れ
た
文
化
財

の
充
実
を
図
る
た
め
新
た
に
「
宗
敦
法
人
運
営
の
適
正
化
の
た
め
の
資

選
定
保
存
技
術
三
四
件
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。

四
件
）
が
指
定
さ
れ
、

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
ニ
―
―
一
地
区
f

ぞ
れ
作
成
し
た
筏
か
、
宗
務
時
報
及
び
宗
教
年
鑑
を
発
行
し
た
。

翁
昭
和
六
二
年
度
は
、
宗
教
法
人
の
適
正
化
の
た
め
の
施
策
の
一
層 な

勝
天
然
記
念
物
二
四

0
九
件
（
う
ち
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
一
五

務
ー
質
疑
応
答
集
」
及
び
「
不
活
動
宗
教
法
人
対
策
の
手
引
」
を
そ
れ

民
俗
文
化
財
一
六
七
件
r

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
一
三
七
件
f
史
跡
名

た
。
ま
た

宗
教
法
人
の
管
理
運
営
の
手
引
と
し
て

「
宗
教
法
人
の
事

い
る
。
昭
和
六
二
年
三
月
＝
一
日
現
在
、

（
う
ち
国
宝
一

0
三
四
件
）
r

重
要
槃
形
文
化
財
六
九
件
、

重
要
有
形

宗
教
法
人
の
管
理
運
営
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
研
修
会
等
を
実
施
し

重
要
文
化
財
一
万
一
三
四
八

お
け
る
毘
証
事
務
に
対
す
る
指
導
及
び
宗
務
行
政
に
つ
い
て
の
調
査
、
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①
 

(2) 

コ
ど
ヒ
ュ
ー
タ
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
利
用
さ
れ
て
お
り

コ 「
文

優
秀
舞
台
芸
術
公
演
奨
励

文
化
庁
で
は
、
広
く
舞
台
芸
術
の
創
作
活
動
を
促
進
す
る
た
め
-
r

音

楽
・
舞
踊
及
び
演
劇
の
分
野
の
優
れ
た
廻
台
芸
術
の
公
演
で
あ
っ
て
創

造
性
に
富
む
忠
の
に
対
す
る
優
秀
舞
台
芸
術
公
演
奨
励
事
業
を
実
施
す

国
語
審
議
会
は
、
昭
和
四
一
年
六
月
に
文
部
大
臣
か
ら
「
国
語
施

策
の
改
善
の
具
体
策
に
つ
い
て
」
の
諮
問
を
受
け
て
以
来
、
戦
後
国
語

施
策
の
見
直
し
を
進
め
f
逐
次
、
所
要
の
答
申
を
行
っ
て
き
た
が
r

こ

れ
ら
は
い
ず
れ
忍
内
閣
告
示
・
内
閣
訓
令
と
し
て
実
施
に
移
さ
れ
て
き

た
。
昭
和
五
七
年
度
か
ら
は
「
現
代
か
な
づ
か
い
」
の
問
題
を
取
り
上

げ
て
審
議
し
r

六
一
年
一
二
月
六
日
に
答
申
を
行
い
、
同
年
七
月
一
日
に

「
現
代
仮
名
遣
い
」
の
内
閣
告
示
。
内
閣
訓
令
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
内
閣
告
示
二
内
閣
訓
令
に
つ
い
て
、
見
直
し
以
前
の
も
の

と
見
直
し
結
果
に
よ
る
も
の
と
を
対
比
す
る
と
、
概
ね
次
の
と
お
り
で

送
り
仮
名
の
付
け
方

「
同
l
I
」
及
び
そ
れ
ら
の
指
導
書
を
作
成
し
、

各
都
道
府
県
援
護
担
当
課
を
通
し
て
無
償
配
布
し
て
き
た
。
六
一
年
度

ば
、
さ
ら
塁
こ
れ
ま
で
の
教
材
に
よ
る
通
常
の
学
習
で
は
日
本
語
の

習
得
が
困
難
な
帰
国
者
を
対
象
に
し
た
教
材
「
中
国
怖
国
者
の
た
め
の

看
叶
享
ー
は
じ
め
て
の
日
本
語
」
を
新
た
に
作
成
し
、
こ
の
教
材

の
利
活
用
の
た
め
の
「
中
国
帰
国
者
に
対
す
る
日
本
語
指
導
者
研
修

会
」
を
全
国
二
地
区
で
開
催
し
た
。
ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
r

化
の
違
い
と
日
本
語
指
導
」
を
主
題
と
す
る
「
日
本
語
指
導
研
究
協
議

会
」
を
シ
ン
玉
ジ
ウ
ム
形
式
で
実
施
し
た
が
、
六
二
年
度
も
r

こ
れ
ら

の
事
業
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

文
化
庁
は
、
最
近
に
お
け
る
科
学
技
術
の
著
し
い
進
展
等
に
対
応

し
て
著
作
権
制
度
の
整
備
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
f
最
近
に

お
け
る
主
な
施
策
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
法
的
保
護

ン
ピ
ュ
（
ー
タ
を
機
能
さ
せ
る
プ
ロ
ク
一
ウ
ム
は
現
代
社
会
に
必
要
不
可
欠

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
適
切
な
保
護
を
図
っ
て
開

発
を
促
進
す
る
と
と
応
に
、
利
用
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
が
強
く
要
請

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
昭
和
六

0
年
の
著
作
権

〈
三
四
年
七
月
）

当
用
漠
字
表
他

（
ニ
―
年
―
一
月
他
）

こ
二
年
―
l

月）

書
P

新
聞
、
雑
誌
、
放
送
な
ど
、

国
語
を
書
き
表
す
た
め
の
表
記
の
目
安
•
よ
り
ど
こ
ろ
を
示
す
も
の
と

さ
れ
、
個
々
人
の
表
記
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
な
ど
が
明
確

に
さ
れ
た
。

「
現
代
仮
名
遺
い
」
の
内
閣
告
示
後
、

に
つ
い
て
広
く
国
民
の
理
解
を
得
る
た
め
関
係
資
料
を
作
成
し
て
各
方

面
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
六
一
年
―

0
月
、
全
固
二
か
所
で
国
語
施

策
説
明
会
を
実
施
し
た
。

同
年
―
二
月
一
〇
日
に
発
足
し
た
第
一
七
期
国
語
審
議
会
に
お
い
て

は
残
さ
れ
て
い
た
課
題
で
あ
る
「
外
来
語
の
表
記
」
の
問
題
に
つ
い

て
審
議
を
開
始
し

ま
た
，
中
国
燥
国
者
の
生
活
適
応
の
円
滑
化
に
役
立
て
る
た
め
、
五

法
改
正
に
よ
り
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
法
的
保
護
の
明
確
化
等
の
措
置
を
譜
じ

こ
｀
‘
，
ヽ

t
ヵ

さ
ら
に
｛

昭
和
六
一
年
五
月
に
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
に
係
る

登
録
の
特
例
に
関
す
る
法
律
を
制
定
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
の
特

質
に
見
合
っ
た
登
録
制
度
を
整
備
し
た
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
文
化
庁

長
官
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
の
登
録
を
実
施
す
る
者
と
し
て
、
本

で
あ
り
r

年
一
月
財
団
法
人
ソ
フ
ト
ウ
H

ア
情
報
七
ン
タ
ー
を
指
定
し
た
と
こ
ろ

四
月
よ
り
同
セ
ン
タ
ー
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
の
登
録

る
。
ま
た
、

C
A
T
V
、

笠
普
及
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
法
的
保
護
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ビ
デ
オ
テ
ッ
ク
そ

V
R
S
等
の
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
が
急
速
に
発
達
し
つ
つ
あ
り
、

そ
れ
に
対
応
し
た
法
的
整
備
が

要
請
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
昭
和
六
一
年
五
月

に
著
作
権
法
の
改
正
に
よ
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
保
護
の
明
確
化
f
有

線
に
よ
る
送
信
に
関
す
る
規
定
の
整
備
f
有
線
放
送
事
業
者
の
著
作
隣

接
権
の
創
設
等
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
5

を
用
い
て
必
要
な
情
報
が
瞬
時
に
検
索
で
き
る
デ
！
タ
ベ
ー
ス
が
急
速

情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
膨
大
な
情
報
の
中
か
ら
コ
〉
，
ピ
ュ
ー
タ

整
備

②
 
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
及
び
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
著
作
権
制
度
の

を
開
始
し
て
い
る
。

た
め
の
生
活
日
本
語
」

送
り
が
な
の
つ
け
方

~
:
~
.
~
~
 

七
年
度
か
ら
、
実
際
的
な
日
本
語
教
育
教
材
「
中
国
か
ら
の
帰
国
者
の

（
昆
直
し
以
前
の
告
示
・
訓
令
）

（
見
直
し
後
の
告
示
。
訓
令
）

あ
る
。

こ
ろ
で
あ
る
。

な

文
化
庁
で
は

る。

こ
れ

国
語
•
著
作
権

一
般
の
社
会
生
活
に
お
い
て
現
代
の

こ
う
し
た
見
直
し
の
結
果
P

新
し
い
内
閣
告
示
は
法
令
、
公
用
文

（
六
一
年
七
月
）

現
代
か
な
づ
か
い

ー
1

現
代
仮
名
遣
い

（
五
六
年
一

0
月）

(4) 

．
 

常
用
漠
字
表

盆
四
八
年
六
月
）
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⑧
 隣

接
権
条
約
は
、

隣
接
権
条
約
へ
の
加
入
に
関
す
る
検
討

昭
和
三
六
年
に
実
演
家
、

放
送
事
業
者
の
国
際
的
保
護
を
図
る
た
め
作
成
さ
れ
、

が
加
入
し
て
い
る
条
約
で
あ
り
、

の
条
約
へ
の
加
入
に
つ
い
て
は
、

行
著
作
権
法
に
お
い
て
は
、

著
し
く
、

レ
コ
ー
ド
製
作
者
及
び

現
在
一
―

-0か
国

我
が
国
の
著
作
権
法
も
こ
の
条
約
を

参
考
に
し
て
著
作
隣
接
権
制
度
を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

著
作
権
審
議
会
第
一
小
委
員
会
に
お

い
て
昭
和
五
九
年
五
月
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

出
版
者
の
保
護
に
関
す
る
検
討

④
 複
写
・
複
製
機
器
の
開
発
普
及
に
よ
り
、
著
作
者
の
み
な
ら
ず
出
版

者
の
経
済
的
利
益
が
損
な
わ
れ
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
が
、
現

出
版
者
独
自
の
保
護
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
出
版
者
の
保
護
の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
に
昭

和
六

0
年
七
月
に
著
作
権
審
議
会
に
第
八
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
同

小
委
員
会
は
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
創
作
物
に
関
す
る
著
作
権
問
題
の
検
討

⑥
 近
年
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
ク
及
び
そ
の
利
用
技
術
の
開
発
普
及
は

コ
ソ
ビ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
図
形
、

創
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

音
楽
等
様
々
な
も
の
が

こ
の
よ
う
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

創
作
物
に
関
す
る
著
作
権
制
度
上
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
、

昭
和
六

文
化
財
の
う
ち
重
要
な
も
の
を
指
定
・
選
定
す
る
ほ
か
、
文
化
庁
は

有
形
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
存
修
理
、
防
災
、
買
い
上
げ
等
、

無
形
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
伝
承
者
の
養
成
や
記
録
の
作
成
等
、
そ
の

保
護
の
た
め
に
必
要
な
助
成
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
財
の

所
有
者
、
管
理
団
体
等
に
対
し
、
文
化
財
の
管
理
、
修
理
、
公
開
な
ど

に
つ
い
て
指
導
・
助
言
を
行
っ
て
い
る
。
•

昭
和
六
一
年
度
の
指
定
・
選
定
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
弥
生
時
代
の

銅
剣
三
五
八
本
、
銅
鐸
六
個
、
銅
鉾
一
六
本
が
出
土
し
、
弥
生
時
代
の

青
銅
器
文
化
の
解
明
の
上
で
、
他
に
類
例
の
な
い
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る

島
根
県
東
部
の
荒
神
谷
遺
跡
を
史
跡
に
指
定
し
た
。
ま
た
、
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
、
宮
崎
県
日
向
市
美
々
津
地
区
を
選
定

し
た
。
美
々
津
地
区
は
耳
川
の
河
口
に
港
町
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
、
瀬
戸
内
地
方
や
大
阪
方
面
と
の
廻
船
業
で
栄
え
た
町
で
あ
る
。

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
建
造
さ
れ
た
建
物
か
ら
成
る
町
並

は
、
繁
栄
し
た
往
時
の
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
る
。

建
造
物
の
保
存
修
理
で
は
、
昭
和
六
一
年
度
は
、
金
剛
峯
寺
大
門
な

ど
―

-
0件
を
実
施
し
た
。

文
化
庁
の
主
催
に
よ
る
海
外
に
お
け
る
展
覧
会
と
し
て
、
昭
和
六
二

年
に
は
、

「
四
季
ー
日
本
の
美
」
を
西
ド
イ
ツ
ハ
ン
プ
ル
グ
美
術
館
に

0
年
ご
一
月
に
著
作
権
審
議
会
に
第
九
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

委
員
会
は
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑥
 
私
的
録
音
・
録
画
問
題
に
関
す
る
検
討

録
音
・
録
画
機
器
の
著
し
い
開
発
、
普
及
に
伴
う
家
庭
内
録
音
・
録

画
の
増
大
に
よ
り
著
作
権
者
ら
の
経
済
的
利
益
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
と

い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

月
の
著
作
権
審
議
会
第
五
小
委
員
会
報
告
書
の
提
言
を
受
け
、

七
年
二
月
、

社
団
法
人
著
作
権
資
料
協
会
に
設
置
さ
れ
た
「
著
作
権
問

題
に
関
す
る
懇
談
会
」
に
お
い
て
関
係
者
間
の
合
意
形
成
に
向
け
て
話

合
い
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、

録
画
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
制
度
的
な
検
討
に
つ
い
て
、

作
権
審
議
会
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
旨
の
検
討
結
果
の

取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
、
文
化
等
の
正
し
い
理
解
の
た
め
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の

基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
適
切
な
保
存
・
活
用
を
図
る
こ
と

は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

お
い
て
九
月
か
ら
―
一
月
ま
で
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
近

年
、
文
化
の
国
際
交
流
の
進
展
に
伴
い
、
文
化
庁
以
外
の
者
の
主
催
す

る
海
外
で
の
文
化
財
の
展
覧
会
が
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
p

傾
向
に
対
応
し
、

二
年
に
は
、

成
配
布
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
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四
文
化
財
の
保
護 こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
、

同
小

昭
和
五
六
年
六

本
年
四
月
同
懇
談
会
は
、

昭
和
五

私
的
録
音
・

再
度
、
著

文
化
財
の
海
外
交
流
の
推
進
を
図
る
た
め
、

こ
の

昭
和
六

海
外
で
の
文
化
財
の
公
開
活
動
指
導
書
（
英
語
版
）
を
作

昭
和
六
一
年
度
よ
り
新
た
に
開
始
し
た
中
国
の
敦
燻
文
化
財
保
存
修

復
に
関
す
る
調
査
研
究
は
、
六
一
年
―
一
月
に
専
門
家
等
か
ら
成
る
調

査
団
を
現
地
に
派
遣
し
、
具
体
的
な
調
査
研
究
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
六
二
年
度
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
科
学
的
、
基
礎
的
研
究
等
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
回
提
出
さ
れ
た
臨
時
教
育
審
議
会
「
教
育
改
革
に
関
す
る

第
三
次
答
申
」
に
お
い
て
、
生
涯
学
習
を
進
め
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
関
し
て
、
地
域
の
人
々
が
守
り
伝
え
て
き
た
遺
跡
、
伝
統
芸
能

な
ど
の
文
化
財
や
郷
土
の
歴
史
、
生
活
様
式
な
ど
を
受
け
継
ぎ
、
ま

た
、
新
し
い
文
化
を
創
造
し
て
い
く
活
動
を
奨
励
す
る
方
策
を
積
極
的

に
推
進
す
る
等
の
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

提
言
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
文
化
財
の
保
護
の
た
め
の
諸
施
策
を
一
層
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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昌通 含 日 最 日

盃教育 論
近

教孟育の 巻頭
に の

用 お 日 : 語随 け

儡^き 本農育 座談会と る に

し 日 求
代新時 論文 具て想

盃費
め文

の ら

祠雇塁靡‘

＇ 
日 れ

歪nロ
る き 向

の 新
田彦昌裕恭秀

の

成養 し 塁し‘ 原 ．． 
につ・ 教授

雙
野元 尾西 品

小 阪ぃ 容理 林 題
JII 田て論 菊雄 珪子

虜

＇ 
修 大

次

号

目

次

-
‘
9
9
9
9
 .. 

-•99999 

.. 

J

.

-

P

-

ヽ
一
集
ぐ
一
後
．
一
記
一

9

9ヽ
9
9
9
ー

．

ヽ

9
9
9
9
'
-

▽
四
月
を
迎
え
る
と
、
各
地
か
ら
は
連
日
の

．
よ
う
に
桜
だ
よ
り
が
伝
え
ら
れ
て
ま
い
り
ま

す
。
春
い
ま
だ
の
感
の
あ
る
北
国
で
も
、
サ

ク
ラ
前
線
の
北
上
に
つ
れ
て
、
あ
る
い
は
本

号
が
店
頭
に
並
ぶ
頃
に
は
、
そ
の
つ
ぽ
み
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

▽
桜
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
臨
時
教
育

審
議
会
の
議
論
と
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
入
学

時
期
の
問
題
で
す
。
現
行
の
四
月
入
学
制
度

か
ら
秋
季
入
学
へ
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検
討
が
加
え
ら

れ
ま
し
た
。
賛
否
両
論
が
渦
巻
く
中
で
、
現

行
制
度
を
維
持
す
べ
き
と
す
る
意
見
の
一
っ

の
根
拠
に
、
「
春
（
桜
の
咲
く
頃
）
の
入
学

を
好
む
国
民
感
情
」
が
依
然
と
し
て
根
強
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
と
ほ
ど

さ
よ
う
に
、
国
民
の
桜
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

に
は
、
一
種
象
徴
的
な
感
慨
が
あ
る
と
申
せ

ま
す
。

▽
こ
の
四
月
一
日
、
臨
教
審
か
ら
提
出
さ
れ

た
「
教
育
改
革
に
関
す
る
第
三
次
答
申
」
で

は
、
前
述
の
入
学
時
期
の
問
題
に
つ
い
て
は

結
論
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
生
涯

学
習
の
基
盤
整
備
の
推
進
、
教
科
書
な
ど
初

等
中
等
教
育
の
諸
課
題
、
高
等
教
育
機
関
の

組
織
・
運
営
の
在
り
方
、
ス
ポ
ー
ツ
と
教
育
、

国
際
化
・
情
報
化
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

数
々
の
提
言
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

▽
文
部
時
報
で
は
、
一
次
、
二
次
答
申
時
と

同
様
に
、
答
申
全
文
等
を
紹
介
す
る
四
月
臨

時
増
刊
号
を
近
日
中
に
刊
行
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
御
期
待
く
だ
さ
い
。
（
政
策
課
）
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